
6　照明探偵団通信　vol.07

フフ フフ フ ララ ララ ラ ンン ンン ン クク クク ク フフ フフ フ ルル ルル ル トト トト ト メメ メメ メ ッッ ッッ ッ セセ セセ セ
-light+building   2000.3.19-light+building   2000.3.19-light+building   2000.3.19-light+building   2000.3.19-light+building   2000.3.19 ～～～～～ 2323232323

　開催地をハノーバーからフランクフルトに移し

た最初の照明関連の2年に一度の展示会が3

月開かれた。3年前に訪れたハノーバーメッセ

と比べると、光源、器具、素材、ベンチャー

などの企業が混在しブースも約倍以上になり、

照明に携わるヨーロッパ企業の多さに驚かされ

た。多くの東南アジア系の出店も見られたが、

残念なことに我国の出展メーカーは数社だけ、

取り残されたアジアンパワーを感じた。ただ歩

いて廻るだけでも疲れてしまう広さと情報量で

あったが、そこは照明の専門家として要点だ

けを収集することに努めた。

展示ブースも情報提供型のインターネットカフェ

などの新しい形態が現れてきた。新技術の情

報はもとより3次元の光の表現から照明器具

データまで引き出せるのである。何事にもロー

テクなこの業界において、ようやく新しい仕組

みを築こうとしている。これからの照明デザイ

ンの進め方に変化をもたらす仕組みである。

このようなブースは従来の見せる展示とは異な

り、見るからに、かっこよく設えている。多く

の来場者が飲み食いし、レストランやカフェと

いった雰囲気を漂わせている。もちろん照明を

主とする企業だけに、独自の照明演出を環境

にさりげなく取り入れ間接的に体感させている。

まだまだこの手のブースは少ないが今後はど

んどん変わっていくだろう。

器具展示に目を向けてみると、やはり省エネ、

フリーメンテナンスであるLEDを用い た 照明器

具が多く出展されていた。しかし大半が、機能

的に充実したものではなく、単にアクセントライ

トとしてのインジケーション器具であった。これ

まで伝統的にリードしてきた企業も皆同様に

LED器具を開発してきており、企業色が無く

なってきたとも思えた。しかし、LED自体が技

術開発されれば、全てがLED光源だけの照明

器具の時代がやってくる。その中でも興味深

かったのが、屋外でも使用できる一見ネオン

管と思わせるLEDのラ イン照明である。これま

でラ イン照明は、ネオンやファイ バーなどが主

流であったが、扱いやすいLEDの出現は、多

少なりとも照明デザインに幅が出て来ると予感

できる。あとはコストパフォーマンスに期待す

るでけである。また、渋谷、新宿などの駅前

で良く見かけるLEDを使った映像システムなど

は、まだまだここド イツの街角ではお目にかか

れない。同様に展示会でもオペレーションシス

テムや、演出をアピールする展示は少なかっ

た。

目を引く物はLEDを使用した物であったが、オ

フィスをターゲットにした、細型蛍光灯を用いた

アンビエント器具が多数紹介されていた。ま

た、インテリア、エクステリアとも、アル ミ ミ ラー

をリフレクターに持つミラー返しの照明システム

が多く見られた。天井の素材自体を反射鏡に

した建築一体のシステムや、ポール灯など照

明器具として成立させている物など多様に開発

されている。実際にフ ランクフルトやベ ル リンで

は、この手のミ ラー返しのポール灯が、アト リ

ウム、鉄道のプ ラットホーム、空港などでも見

られた。最初は物珍しく調査したのだが、残念

ながら手法ばかりが目立ち、快適な光とは言

いがたい空間であった。

フ ランクフルトの夜は早く、東京のように物珍し

く街を歩いていても人通りが少なく寂しい。そ

の中で光を発して輝いているのが、最近お目

見えした高層ビ ルのラ イ トアップである。東京

のように航空障害灯がいっぱいではなく、上品

にクラウン部だけが輝いてるものが多い。そ

の中でも一際目立っていたのが、テーマカ

ラーである黄色い光でライトアップされたコメル

ツバンクである。クラウン部は勿論のこと、中

層内部の吹き抜け空間を黄色い光でラ イ トアッ

プしているだけだが、特徴ある黄色い光と内

部空間を生かしたラ イ トアップを実現させた新

鮮な夜の外観を作っていた。また、マ イン川

にかかる人導橋はとても気持ちがいい。水面

に映るフ ランクフルトの夜景を楽しみながらゆっ

くりと歩ける絶好の夜のスポットである。手摺

照明が施されているだけだが光の量や位置な

どが計算されて造られていた。この橋台の頂

部にはミ ラーが取り付けられており、ラ イ トアッ

プした光の反射を橋面に落としていた。

そこからTGV(新幹線 ）で4時間揺られると、ベ

ル リンに到着する。ベ ル リンはフランクフルトよ

りはるかに広く、しっかりとした都市の構造が

古くから成り立っていた街である。ポツダム広

場やド イツ連邦議会新議事堂周辺では再開発

が進み、新しいベ ル リンが誕生しつつあるが、

ベ ル リンの夜も同様に寂しい。人通りがないに

もかかわらず、新しいデパートの外壁は煌煌

と光っている。光っていることが余計に物寂し

さを助長していた。

ベ ル リンの壁が崩壊してから10年が経つが、

光で旧東ド イツの面影を見つけることはできな

かった。旧東ド イツにあったTV塔からの夜景

は、ブ ランデンブルク門を中心に東西に真直

ぐ幹線道路の高圧ナ ト リウムの光が伸びてい

る。壁の崩壊前は門を境に光の色も明るさも

異なっていたと思うが、今では光も統一されて

いた。その左右には、再開発地域の白く明る

い光が対照的に存在し、新しい夜のシンボル

になっていた。

（森 秀人）

展示会レポート
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　米国のライトフェア（照明器具見本市）は東

海岸 （ニューヨーク）と西海岸（サンフランシ

スコなど）で持ち回りで毎年開催されている。

※ちなみに日本のライトフェアは2年に一回。

　米国では中小メーカーが多数あり、それらの

多くは西海岸側に拠点があるため東側で開催

されるときは西に比べて出展数が少ないといわ

れている。しかし、現在の米国経済が好景気

下にあるせいか今回の会場であるJacob

Javits Convention Centerは出展者、来場者

ともに多く大変な盛況ぶりであった。

　もっとも私が前回ニューヨークでのライトフェア

を訪れたのは不況下の5年前のことなのでそ

のときの印象との比較で見てしまうため、より

盛況であるように感じてしまったかもしれない。

■エコロジー

　すでに5年前もそうであったが、地球規模で

叫ばれている｢環境問題への配慮｣は製品開発

の基本テーマとなっている印象であった。省エ

ネルギー・省廃棄物を謳い、白熱ランプをよ

り省ワット、長寿命の蛍光ランプに置き換える

製品が目立つ。米国はある製品ジャンル（例

えばコンパクト蛍光ランプとか）に特化した中

小ランプメーカーが数多いが、それらはほとん

どが白熱ランプの置き換え需要において性能を

競い合っているといってよい。

　廃棄後に処理のむつかしい有害物質を多く含

んだ、いわゆる｢銅鉄式｣のトランスや安定器

は電子式やインバーター方式への移行がほぼ

終わりつつあるといった感じである。また、日

本でも最近流通し始めた｢T5｣といわれる規格

の細型蛍光ランプなどは、そのセールスポイ

ントのひとつに原材料の少なさが廃棄物の減

少にも貢献することをあげている。

■サスペンドライト

　直管蛍光ランプを用い、天井から吊り下げて

全般照明を行う方式の器具を展示するメーカー

が多い。この方式の器具は日本では独ツム

トーベル社のものがクオリティの高さで知られて

いる。後発でこのツ社のものをそっくりにコ

ピーしたようなものからオリジナルのものまで多

数出展が見受けられた。

　これは前述の｢T5｣蛍光ランプの本格的流通

を受けてのことだと思われる。ランプの管径が

細くなった（φ約16mm）ことで器具意匠の自

由度が上がる。これによって当然スリムな外

形が好まれる吊り下げ型への適用がブレイクし

たと予想できる。また同じく配光設計の自由度

も上がる。吊り下げ型のメリットは上方配光、

つまり天井間接照明が可能になることであり、

下方への直接光と合わせてVDT作業のため

の照明環境を構築しやすい。細い管径のほう

が、一本のランプでこの上下配光を制御しや

すいのだ。照明設計者にとっては器具の選択

肢が広がるメリットと同時に配光のクオリティを

見定める目が要求される。

■デジタルライティング

　盛況とはいえそれほど目新しい製品はものは

見当たらなかった。ただ照明器具の世界もア

ナログからデジタルに移行するという予兆が見

受けられた。ひとつはＬＥＤ（高輝度発光ダイ

オード）の照明器具への応用製品である。大

手ランプメーカーであり、半導体の製造技術を

持ったＧＥ、Philipsはその応用製品を参考出

品していた。

　日本でもヤ マ ギワ が取り扱いを はじめた

ColorCineticsはMR-16（日本では50mm径の

ローボルトダイクロハロゲン）の形状にRGBの

ダイオードをプロセッサとともにパッケージし、

ステージライティングの世界ではスタンダードに

なっているDMX512規格での多様な制御の可

能性がたくさんの人を集めていた。

　また｢T5｣ランプのインバータ安定器がデジタ

ルのものを展示しているメーカーがあり、0～

100％のスムースな調光と、これもまた

DMX512と思われるフレキシブルなアドレス設

定が可能な調光システムを同時にプレゼン

テーションしていた。

　LEDの照明器具への応用の鍵である高輝度

化のテクノロジーは日本の某企業が最先端で

あるが、そこの開発を一手に担っていた科学

者が米国の大学へと身を転じたことが最近日

本の新聞にも出ていた。また日本ではランプ

メー カ ーがHF蛍光ラ ン プ （ 管径φ約26mm） の

製造ラインにかなり投資をしたため、それが新

ランプの普及を遅ら せている とも言わ れ てい

る。ここのところ研究者・技術者の｢輸入｣に積

極的で、かつベンチャー起業が文化として根

ざす 米国には当面目が離せないと思った次第

である。

（澤田 隆一）

展示会レポート
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今回は、面出団長のホームグラウンドである

「佃島界隈の不快な明かりや、心地よい明か

り探し」をテーマに５月２２日に16名の参加者

を迎え街歩きを実施しました。この辺りは、昔

ながらの風情を残しながら、公団住宅、都営

住宅、三井不動産などの近代的な高層住宅

が建ち並ぶエリアで、昼間は緑も多く、散歩

するには気持ちの良い景観がつくられていま

す。

夕方６時半に集合場所である相生橋を出発

し、川沿いの照明探偵を始めました。周囲が

徐に々暗くなるにつれて高層住宅の明かりや

オフィスの明かりが水面に映り込んできます。

その中でひときわ目立つのが川沿いのポール

灯です。夜の不安な暗がりを無くすために懸

命に路面を照らしています。ポール灯は、高

さ約４ｍ、取り付け間隔約１２ｍで設置されて

おり、輝度計で計ったところ7000cd/㎡という

輝度値でした。ここに来る電車の中で蛍光灯

を計ったときの数値が６000～7000cd/㎡で

した。計った状況が多少異なるとしても、ほ

ぼ同じ数値であるのにこのポール灯のほうが

眩しく感じたのは周囲の明るさとの対比からで

しょう。

次に進んだのが高層住宅地内の広場です。

公開空地として開かれたこのエリアには、緑

も多く小ぶりながら噴水のようなものもありま

す。それらに合わせて照明も色と々設置され

ていますが点灯していません。電気代の節約

か、メンテナンスされていないのか、眩しい

との苦情があったのかわかりませんが、とに

かく半分以上が点灯していないのです。どん

な理由にせよ高い照明器具が設置されている

のに使われていないのは照明の仕事をしてい

る立場からするとショックなことです。（電気代

がかなりかかったのでしょうか）

照明探偵団倶楽部活動1

　　　　　　街歩き （ 佃島編）報告

　　　　　　　　　５月２２日 （ 月）

　　　　　　　　　１８ ： ３０～２２ ： ３０

　　　　　　　　　参加者： 16名

そのまま広場を抜けて川沿いに戻ると水際の

ボードデッキを照らす柔らかい明かりを発見し

ました。この明かりは、ポール灯の内部に仕

込まれたスポットライトからのものでした。こ

の明かりの先にはクローバーの美しい緑が柔

らかく照らしだされ、川沿いの穏やかな風とと

もに心地よい景色を創り出していました。しか

し、この心地よい明かりとは対照的に対岸に

は、相変わらず眩しいポール灯が立ち並んで

います。ここで非常に簡単な実験を行いまし

た。それは、先ほどから「眩しい、眩しい」

と言っているポール灯を撤去する実験です。

と言っても別に本当に撤去するわけではなく画

像上の撤去です。まず最初に現状の画像を

撮影、次に眩しいポール灯に合わせて画面

上にボールペンを差し入れる。するとポール

灯の眩しさはかき消され、背景の建物が見や

すくなりました。これをお読みの皆さんもデジ

タルカメラなどをお持ちでしたら一度試してみ

てください。ただし若干感度（解像度）を落

として撮影するのがコツのようです。（あまり

解像度が良いと目で見た明るさより輝度が強

くなるのです。）

その後、参加者全員で月島の「もんじゃ屋」

で懇親会を行いました。この懇親会では、今

回の街歩きで参加者それぞれが気づいた事

や新たな疑問などをわざわざ事務局から持ち

込んだテレビを使って、アカデミックに今回の

記録ビデオなどを見ながらディスカッションを

する計画でしたが、全員、もんじゃに集中し

てしまいディスカッションどころではなくなってし

まいました。まーこれも「佃島の古き良き風

情？ 」であるので良いでしょう。

（田中 謙太郎）
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照明探偵団倶楽部活動2／研究会サロン（渋谷　照明探偵団事務局）報告

照明探偵団倶楽部活動3／研究会サロン （ 渋谷　照明探偵団事務局）報告

団団団団団長長長長長コココココラララララムムムムム

000317第10回照明探偵団倶楽部・研究会ｻﾛﾝ

ノスト ラダムスの予言もどこへやら、無事に

2000年を迎えて最初の研究会サロンが3月に

行われました。まずは昨年のクリスマスから年

始にかけて丸の内仲通りで行われた東京ミレ

ナリオの様子を､デジタルカメラの映像とともに

田中裕美子団員がレポートしてくれました。東

京ミレナリオはまさに神戸のルミナリエの東京

版で､本家のルミナリエに劣らず大変美しい光

景が紹介されました。田中団員曰く実際歩い

てみると写真のイメージとは違って、光のオブ

ジェは結構まばらに建っているのが意外だそう

です。毎年行われるといいですね。

美しい光景のあとは最近渋谷にできた商業

ビルの取材レポートが田中智香団員から。皆

さんご存知の通り､渋谷の交差点正面にどでか

いスクリーンビジョンを持った白い建物が現れ

ました。今では渋谷のシンボルともなったこの

Q－FRONTのビジョンは、3色からなるLED

のユニットの集合体であることを知っています

か？ 早速探偵団では内部に潜入し、係員の

目を盗んでビジョンの背後へ。カーテンで隠さ

れた裏側は、外から眺められる映像ではなく、

ガラスに反射して見えるLEDのカラフルな世界

が広がっていました。LEDを直接見ることは構

造上出来ませんが､ミクロとマクロの世界の違

いが渋谷にはあるのです。

最新情報を楽しんだ後は､ちょっとノスタル

ジックな世界へ。面出団長から、台湾のラン

タンフェスティバルの色鮮やかで美しい光が披

露されました。赤い行灯光、赤い唐辛子など

の赤い光で満たされた空間や､極彩色豊かな

電飾など、「アジア」な光の写真の中にも、ね

ぶたのような行灯彫刻があったりと、どこかし

ら日本を感じさせる懐かしさがそこにはありまし

た。ここで面出団長から突然、台湾で買って

きたという、ピカチュウとキティの光るバトンの

粋なプレゼントが！ボタンを押すと麦球のフィル

ターを通したカラフルな光がぴかぴかぴか・・・

単純だけど子供心をくすぐる光・・・一昔前日

本のお祭りの屋台でよく見かけました。台湾で

も子供たちの手には必ずこのバトンが握り締め

られていたそうです。

この日のサロンはヒカリモノが充実。坂尾団

員からは渋谷の外国人露天商と勝負して安く

手に入れたという、ヒカリゴマの披露がありま

した。このコマは複数のパターンが変化する

LED板を内蔵していて、勢い良く回転させる

と、LEDの光の軌跡が美しくそしてダイナミック

に変化し、その鮮やかさに一同びっくり。何度

も何度も参加者はコマを回して盛り上がりまし

た。他にも田中之子さんからLEDのかわいら

000526 第11回証明探偵団倶楽部・研究会ｻﾛﾝ

2000年度、新しい年度に入り初めての研究会

サロンが5/26開催された。今回のサロンの

テーマは3つ。まずは5/22に行われた照明探

偵団街歩きの報告から始まった。参加者が自

ら歩き、見て、感じた街の光をあらためて考察

した。今回の街歩きのテーマは、“まぶしさ”。

街にはどんな眩しい光があり、その光はなぜ

眩しいのか意識すること、それがメインテーマ

であった。照明設計者が最も神経を使うことの

一つにこの”まぶしさ”がある。無神経に扱わ

れた光は往に々して不快な眩しい光“グレア”

となり私達の視覚を痛めつける。なにはともあ

れ、最初の一歩はグレアとなる光がどんなも

のか知ることが必要だ。何が正しくて何が悪い

のか。光の設計者はこのクエスチョンに自信を

もって答えていかなければならない。街には良

い材料がたくさんころがっている。日頃の鍛練

が重要。街歩きの大きな意義の一つはこ こに

ある。

次のテーマは宮島達男さんの展覧会(5/14迄

東京オペラシティーアートギャラリーで開催)の

報告と幾つかの事例が紹介された 。 宮島達男

さんの近年の代表的な作品としてまず頭に浮

か ぶのは、LEDによる作品で あろう 。 今回の

展覧会のMega Death。 壁面一面にグリッド状

に設置された LEDカウンターがランダムな間隔

で9から1までカウントダウンしていく。そして

ある時突然おとずれる闇は大量の死、つまり

Mega Deathを暗示する。 心の中に染みわたる

空虚感と寂寥感。 闇の中で 何を人は思うの

か 。ところが、闇の中から生まれる新し い 光は

冷た い 青い 光を不思議と暖かく感じ さ せる。 生

命の誕生を暗示するこの光。 生命の誕生が人

に与える希望。 そんなことを実感さ せ てくれ

た 。

最後の“テーマ”は動く 光。 街の中の動く 光

を東京の街に出て取材し た 記録が報告された 。

技術の進歩は様々な場面で 街並みを大きく変

えているが、照明もしかりで ある。 渋谷の駅を

ハチ公口から出るとあのQ-FRONTがそびえ

立つ。ガラス壁面に組込まれた LED達は絶え

間なく映像を作り出し 情報を発信し 続け ている。

一方で 東口の交差点を見上げると、大量のネ

オン管が単純なオン・オフ制御で 芸術的なネ

オン看板を作り出している。ローテクだけれど

思わず見入ってしまうネオン看板。 同じ 渋谷の

街に混在するハイテクとローテク。そんな報告

の中で ある団員がつぶやいた 。 照明設計って

何なのか？LEDのような光の素子が集まるこ

とで、それが映像となりそして情報を発信する

巨大な装置となる。どこまでが照明設計でどこ

からがそうではないのか 。 境界線が曖昧にな

りつつある。スタティックなものからダイナミック

な照明設計へ。そんなことを実感させられる報

告であった。

次回のサロンではどんな光の話ができるの

か？これからも街に出た 時は上をみながら光

について考えていきましょう。

（田中 康一）

しい置物が､面出団長から前回の蓄光トカゲに

つづく蓄光仏像が紹介されました 。

（戸恒 浩人）

写真：ヒカリモノ　

　　　　　Q－FRONT
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照明探偵団日記照明探偵団日記照明探偵団日記照明探偵団日記照明探偵団日記

照明探偵団通信も7号目の発刊となりました。今回はあちこちの記事

で LEDの 話題が持ち上がり、今まさに「時の人」といった印象です。

LEDと は Light Emitting Diode の 略で 発光ダイオードのこと。半導体の

一種で 発光する 素子がその正体です。駅の自動改札や踏切、車のブ

レーキランプ、携帯電話など、既に私達の 生活にずいぶん深く入り込

ん できています。赤や緑に加えて青そして白の開発が進んできました。

これらLEDを 照明器具として応用すれ ば、バルブ 交換が不必要なメン

テナンスフリーの器具が出来上がります。これらの器具開発、そして

低価格化の 実現がこれからの課題だと思われます。研究会サロンで報

告のあったLEDを 使った作品で 有名な宮島達男氏は 「ルネサンスにお

ける人間とか、印象派の 光と 同じ。白樺派が森や木に謎や神秘を見

たように、ICの並び方や配線コードの絡み具合に何か莫大なエネル

ギーを感じた」と語っています。アーティストにインスピレーションをも

与えるLED。今後の発展に目が離せない存在であることは確かと言え

そうです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中 裕美子）

★★★投稿規定★★★★★★投稿規定★★★★★★投稿規定★★★★★★投稿規定★★★★★★投稿規定★★★

照明探偵団通信vol.08（次号）の原稿を募集しています。独自の照

明探偵レポート、光に思う今日の日本、照明について知りたいこと、

疑問に思っていることなどなど、テーマは何でも結構です。日頃ひか

り、あかりなどについて思っていることや様な々レポートを照明探偵団

通信に発表してみませんか。原稿の送付方法は 、

●原稿をテキスト形式で保存したフロッピーを送付

●e-mail で 送付

（メール上記述でも原稿テキストファイル添付でもOK）

●FAXで 送付　●郵送で送付

のいずれかでお願いいたします。また、このほかの送付方法をお考

えの 方は 、事務局までご相談ください。投稿お待ちしております！

照明探偵団の活動母体でもある照明デザイ

ナー集団LPAの展覧会「光と影のデザイン・面

出薫+LPAの仕事」が 、去る 5月9日から19

日まで 銀座の建築家倶楽部で 開催された 。

LPAがこれまで手がけた 照明デザインの仕事を

「コンセプト」や 「メソッド」など 40のキーワー

ドで解説した パ ネルや代表プロジェクトの紹介。

そして、照明探偵団として活動している世界の

都市照明調査のレポートなどが展示された。ま

た、会期中の5月17日には「夜は暗くてはい

けないか　暗さの文化論」の著者として知られ

る武蔵工業大学教授の乾正雄氏と 面出薫によ

る照明フォーラムが行わ れ、多くの聴衆で 盛り

上がった。

光に関するご自身の作品発表や、お知り合い

の作品、展覧会のお知らせなどありましたら、

是非事務局へもお知らせ下さい。ホームペー

ジ、メールなどでご紹介致します。

展覧会　「 光と影のデザイン・面出薫+LPAの仕事」

照明探偵団・事務局
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前5-28-10ライティング プランナーズ アソシエーツ内
TEL：03-5469-1022　FAX：03-5469-1023
e-mail=tanteidan@ppp.bekkoame.ne.jp　http://www.bekkoame.ne.jp/
̃tanteidan/


